
必・選の別 必修

（英） Basic Training of Ceramic Processing TechniquesⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

小島　三知長

授業形態 実習

科目名 セラミック加工実習Ⅰ 授業回数 15 科目責任者

最新歯科技工士教本「歯冠修復技工学」（医歯薬出版）

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院、自費技工専門の歯科技工所、歯科診療所技工室での実務経験を有した経験豊富な教員が、セラミック加工について基
本的な知識と技術を身につけられるよう授業を行う。

メタルフレームのデザイン、窓開けの手順、高温鋳造について実践し理解を深める。
メタルフレームの表面処理法、ポーセレンの取り扱い方、形態修正の手順についての理解を深める。陶材焼付金属冠のワックスアップ～鋳造までの製作過
程を習得する。陶材焼付金属冠のメタル調整～研磨・完成までの製作過程を習得する。

到達目標

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「提出作品」と「実技試験」で総合１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。　

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

1
デッサン　上顎右側第一小臼歯　(15分間)
Wax up　上顎右側第一小臼歯　(45分間)

実習
上顎右側第一小臼歯の解剖学的形態について理解を深める。
制限時間内でWax upを完成させる技工術式を実践することができる。

最新歯科技工士教本「歯科技工実習」（医歯薬出版）

時間外学習
【事前学習】「歯冠修復技工学」の教科書および「ノリタケスーパーポーセレンAAA取
扱説明書」を読み、製作工程および注意事項について確認しておく。【事後学習】取り
組んだ実習内容は、指定教科書も併せて学習する。

特記事項
ノリタケスーパーポーセレンＡＡＡ　取扱説明書
第５版　クラウンブリッジ補綴学(医歯薬出版)

実習
コア採得の意味と採得方法を理解し過程を実践することができる。
下顎左側第二小臼歯の特徴を理解し過程を実践することができる。

2
デッサン　下顎左側第二小臼歯　(15分間)
Wax up　下顎左側第二小臼歯　(30分間)
〔主溝と外形〕

実習
下顎左側第二小臼歯の解剖学的形態について理解を深める。
制限時間内でWax upを完成させる技工術式を実践することができる。

3 Wax up　上顎右側中切歯 実習
上顎前歯部Wax upの手順、注意事項について理解を深める。
上顎右側第一小臼歯の彫刻の手順、注意事項を理解し実践することができる。

4
Wax up　〔修正〕
上顎右側中切歯→上顎右側第一小臼歯

実習
上顎右側中切歯の特徴を理解する。
上顎右側第一小臼歯の特徴を理解し過程を実践することができる。

窓開けの注意事項を理解し過程を実践することができる。

7 窓開け　下顎左側第二小臼歯 実習
メタルボンドクラウンの作業工程、注意事項について理解する。
臼歯部メタルボンドクラウンの窓開け(フルベークタイプ)の手順について理解し過程を実践する
ことができる。

8 窓開け　上顎右側第一小臼歯 実習
メタルボンドクラウンの作業工程、注意事項を理解する。
臼歯部メタルボンドクラウンの窓開け(ベニヤタイプ)の手順について理解し過程を実践すること
ができる。

6 窓開け　上顎右側中切歯 実習
メタルボンドクラウンの作業工程、注意事項について理解し過程を実践することができる。
前歯部メタルボンドクラウンの窓開けの手順、注意事項について理解し実践することができる。

5
シリコーンコア採得　〔上顎右側中切歯〕
Wax up　下顎左側第二小臼歯　〔修正〕

13 スプルーイング～円錐台植立 実習 スプルーイング～円錐台植立の手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。

11 スプルーイング　(試験体) 実習
メタルボンドクラウンの作業工程、注意事項について理解する。
ハンドル付与～スプルーイングの注意事項について理解し実践することができる。

12 マージンチェック～スプルーイング 実習
メタルマージンとポーセレンマージンの違いについて理解し実践することができる。
マージンチェックの手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。

15 鋳造体の掘り出し 実習
リン酸塩系埋没材の除去方法の手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。
サンドブラスターの使用方法、注意事項について理解し過程を実践することができる。

・陶材焼付金属の製作過程を理解し、製作を進めることができるようになる。
・陶材焼付金属の窓開けの手順、注意点を理解し、製作を進めることができるようになる。
・陶材焼付金属のスプルーイング～埋没の注意点を理解し、製作を進めることができるようになる。
・陶材焼付金属のメタル調整～グレージングの手順、注意点を理解し、製作を進めることができるようになる。
・陶材(ポーセレン)の取り扱い方の注意点を理解し、製作を進めることができるようになる。

14 円錐台植立～埋没 実習
円錐台植立～埋没の手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。
リン酸塩系埋没材の使用方法、注意事項について理解し過程を実践することができる。

9 窓開け　〔修正〕 実習
前歯部メタルボンドクラウンの窓開けの形態について理解し過程を実践することができる。
臼歯部メタルボンドクラウンの窓開けの形態について理解し過程を実践することができる。

10 窓開け　〔修正〕 実習



必・選の別 必修

（英） Basic Training of Ceramic Processing TechniquesⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

小島　三知長

授業形態 実習

科目名 セラミック加工実習Ⅱ 授業回数 15 科目責任者

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院、自費技工専門の歯科技工所、歯科診療所技工室での実務経験を有した経験豊富な教員が、セラミック加工について
基本的な知識と技術を身につけられるよう授業を行う。

メタルフレームのデザイン、窓開けの手順、高温鋳造について実践し理解を深める。メタルフレームの表面処理法、ポーセレンの取り扱い方、形態修正の手
順についての理解を深める。
陶材焼付金属冠のワックスアップ～鋳造までの製作過程を習得する。陶材焼付金属冠のメタル調整～研磨・完成までの製作過程を習得する。

到達目標

・陶材焼付金属の窓開けの手順、注意点を理解し、製作を進めることができるようになる。
・陶材焼付金属のスプルーイング～埋没の注意点を理解し、製作を進めることができるようになる。
・陶材焼付金属のメタル調整～グレージングの手順、注意点を理解し、製作を進めることができるようになる。
・陶材(ポーセレン)の取り扱い方の注意点を理解し、製作を進めることができるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「提出作品」と「実技試験」で総合１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。　

最新歯科技工士教本「歯冠修復技工学」（医歯薬出版）

最新歯科技工士教本「歯科技工実習」（医歯薬出版）

時間外学習
【事前学習】「歯冠修復技工学」の教科書および「ノリタケスーパーポーセレンAAA取
扱説明書」を読み、製作工程および注意事項について確認する。
【事後学習】取り組んだ実習内容は、指定教科書も併せて学習する。

特記事項
ノリタケスーパーポーセレンＡＡＡ　取扱説明書
第５版　クラウンブリッジ補綴学(医歯薬出版)

授　業　計　画

授業内容

1 スプルーカット～適合チェック 実習
メタルボンドクラウンの作業工程、注意事項について理解し過程を実践することができる。
スプルーカット～適合チェックの手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。

2 メタル調整 実習
メタル調整の目的について理解し過程を実践することができる。
メタル調整の手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。

3
メタル調整～フレーム完成
ディギャッシング

実習
メタルフレームの形態について理解し過程を実践することができる。
ディギャッシングの目的、方法、注意事項について理解し過程を実践することができる。

7
エナメル色築盛・焼成〔試験体〕
オペーク築盛・焼成〔上顎右側中切歯・下顎
左側第二小臼歯〕

実習
エナメル色陶材の取り扱い法、コンデンス法、焼成法の注意事項について
理解し過程を実践することができる。オペーク陶材の築盛・焼成法について理解し過程を実践す
ることができる。

4
オペーク築盛・焼成
試験体→上顎右側第一小臼歯の順に

実習
上顎右側中切歯の特徴を理解し過程を実践することができる。
上顎右側第一小臼歯の特徴を理解し過程を実践することができる。

5 オペーク築盛・焼成〔上顎右側第一小臼歯〕 実習
オペーク陶材の目的、取り扱い法について理解し過程を実践することができる。
オペーク陶材の築盛・焼成法について理解し過程を実践することができる。

6
デンティン色築盛・焼成〔試験体〕
オペーク築盛・焼成
〔上顎右側中切歯・下顎左側第二小臼歯〕

実習
デンティン色陶材の取り扱い法、コンデンス法、焼成法の注意事項について
理解し過程を実践することができる。オペーク陶材の築盛・焼成法について理解し過程を実践す
ることができる。

8

デンティン色築盛・焼成〔上顎右側第一小臼
歯〕
オペーク築盛・焼成
〔上顎右側中切歯・下顎左側第二小臼歯〕

実習
デンティン色陶材の取り扱い法、コンデンス法、焼成法の注意事項について
理解し過程を実践することができる。オペーク陶材の築盛・焼成法について理解し過程を実践す
ることができる。

9

エナメル色築盛・焼成〔上顎右側第一小臼
歯〕
オペーク築盛・焼成
〔上顎右側中切歯・下顎左側第二小臼歯〕

実習
エナメル色陶材の取り扱い法、コンデンス法、焼成法の注意事項について
理解し過程を実践することができる。オペーク陶材の築盛・焼成法について理解し過程を実践す
ることができる。

10
トランスルーセント色築盛・焼成
〔試験体・上顎右側第一小臼歯〕

実習
トランスルーセント色陶材の取り扱い法、コンデンス法、焼成法の注意事項に
ついて理解し過程を実践することができる。

11
形態修正
〔試験体・上顎右側第一小臼歯〕

実習
形態修正の手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。
天然歯の表面性状、再現方法について理解し過程を実践することができる。

12
追加築盛・焼成
〔試験体・上顎右側第一小臼歯〕

実習 追加築盛・焼成の方法、注意事項について理解し過程を実践することができる。

13
形態修正　完了
〔試験体・上顎右側第一小臼歯〕

実習
天然歯の表面性状、再現方法について理解し過程を実践することができる。
グレージングに向けた陶材表面の仕上げ方法について理解し過程を実践することができる。

14
グレージング
〔試験体・上顎右側第一小臼歯〕

実習 グレージングの手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。

15
メタル研磨・完成
〔試験体・上顎右側第一小臼歯〕

実習
メタルボンドクラウンの作業工程、注意事項について理解し過程を実践することができる。
メタル研磨の手順、注意事項について理解し過程を実践することができる。



必・選の別 必修

（英） Basic Training of Ceramic Processing TechniquesⅢ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

吉澤　和之

授業形態 実習

科目名 セラミック加工実習Ⅲ 授業回数 15 科目責任者

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

科目概要
学習の目的

審美歯科技工を専門とし、業界を代表する講師が豊富な実務経験を活かし、審美技工に必要な知識や理論について講義およびデモンストレーションを交え
て授業を行う。

マージンポーセレン法や内部ステインテクニック、表面性状の再現方法、ジルコニアの取り扱いについて最前線の審美技術を実践する。
陶材焼付金属冠の製作法、及びフルジルコニアクラウンのステイン法について、より臨床的な技法を習得する。

到達目標

・陶材焼付金属の製作過程を理解する。
・マージンポーセレン法の手順、注意点を理解し、技法を習得する。
・内部ステインテクニックの手順、注意点を理解し、技法を習得する。
・ジルコニアクラウンのステインテクニックについて理解し、技法を習得する。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A（4.0）、89～80点B（3.0）、79～70点C（2.0）、69～60点D（1.0）、59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「提出作品」と「実技試験」で総合１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。　

配布資料「ポーセレン実習テキスト」(オリジナル)

最新歯科技工士教本「歯冠修復技工学」（医歯薬出版）

時間外学習
【事前学習】「歯冠修復技工学」の教科書および「ノリタケスーパーポーセレンAAA取
扱説明書」を読み、製作工程および注意事項について確認する。
【事後学習】取り組んだ実習内容は、指定教科書も併せて学習する。

特記事項
ノリタケスーパーポーセレンＡＡＡ　取扱説明書　最新歯科技工士教本「歯
科技工実習」クラウンブリッジ補綴学（医歯薬出版）

授　業　計　画

授業内容

1
メタルボンドクラウンの製作レクチャー
(基礎編)

実習
基本的なメタルボンドクラウンの作業工程、注意事項について理解し、技法を実践することがで
きる。

2
マージンポーセレン築盛・焼成
〔上顎右側中切歯〕

実習
マージンポーセレンの目的、取り扱い法について理解し、技法を実践することができる。
マージンポーセレン法の手順、注意事項について理解し、技法を実践することができる。

3
デンティン・エナメル築盛・焼成
〔上顎右側中切歯〕

実習
内部ステインの目的、取り扱い法について理解し、技法を実践することができる。
デンティン・エナメル陶材の築盛・焼成法の手順、注意事項について理解し、技法を実践すること
ができる。

7
内部構造付与～内部ステイン
〔上顎右側中切歯〕

実習
内部構造の形態、付与方法、注意事項について理解し、技法を実践することができる。
内部ステインの目的、築盛・焼成法について理解し、技法を実践することができる。

4
内部構造付与
〔上顎右側中切歯〕

実習
デンティン・エナメル陶材の築盛・焼成法の手順、注意事項について理解し、技法を実践すること
ができる。
内部構造の形態、付与方法、注意事項について理解し、技法を実践することができる。

5
デンティン・エナメル築盛・焼成
〔上顎右側中切歯〕

実習
デンティン・エナメル陶材の築盛・焼成法の手順、注意事項について理解し、技法を実践すること
ができる。

6
内部構造付与
〔上顎右側中切歯〕

実習 内部構造の形態、付与方法、注意事項について理解し、技法を実践することができる。

8
ラスター陶材　築盛・焼成
〔上顎右側中切歯〕

実習
ラスター陶材の特徴、築盛・焼成法の注意事項について理解し、技法を実践することができる。
クリーミーエナメル陶材の特徴、築盛・焼成法について理解し、技法を実践することができる。

9
ラスター陶材　築盛・焼成
〔上顎右側中切歯〕

実習
ラスター陶材の特徴、築盛・焼成法の注意事項について理解し、技法を実践することができる。
クリーミーエナメル陶材の特徴、築盛・焼成法について理解し、技法を実践することができる。

10
形態修正
〔上顎右側中切歯〕

実習
形態修正の手順、注意事項について理解し、技法を実践することができる。
天然歯の表面性状、再現方法について理解し、技法を実践することができる。

11
表面仕上げ～グレージング～研磨　完成
〔上顎右側中切歯〕

実習
天然歯の表面性状、再現方法について理解し、技法を実践することができる。
グレージングに向けた陶材表面の仕上げ方法について理解し、技法を実践することができる。

12
メタルボンドクラウンの製作レクチャー
(臨床編)

実習
臨床的なメタルボンドクラウンの作業工程、注意事項について理解し、技法を実践することがで
きる。

13
ステイン
〔下顎左側第二小臼歯〕

実習
天然歯の表面性状、再現方法について理解し、実践することができる。
ジルコニアのステイン法および仕上げ方法について理解し、実践することができる。

14
ステイン
〔下顎左側第二小臼歯〕

実習
天然歯の表面性状、再現方法について理解し、技法を実践することができる。
ジルコニアのステイン法および仕上げ方法について理解し、技法を実践することができる。

15
メタル研磨　完成〔上顎右側中切歯〕
グレーズ完成下顎左側第二小臼歯〕

実習
メタルボンドクラウンの作業工程、注意事項について理解し、技法を実践することができる。
ジルコニアクラウンの作業工程、注意事項について理解し、技法を実践することができる。



必・選の別 必修

（英） Research and Professional Plactice Ⅰ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

12 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

15 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

13 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

14 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

10 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

11 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習

8 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

9 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

7 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

6 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

5 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

3 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

4 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

2 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

なし

時間外学習
【事前学習】「教科書」、「実習プリント」、「専門書」などを課題に合わせて調べる。
【事後学習】取り組んだ実習内容は、指定教科書も併せて学習する。

特記事項 なし

授　業　計　画

授業内容

1 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

各専門科目の教科書及び実習帳、ほか

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院、自費技工専門の歯科技工所、歯科診療所技工室での実務経験を有した経験豊富な教員が、歯科技工実習について基
本的な知識と技術を身につけられるよう授業を行う。

症例に合わせた対処方法やこれまで学んだ技術の基本について、課題を提示し製作していく。
今までに修得した歯科技工の技術と知識を総合的に習得する。
様々な症例に適応した技工技術の応用方法を習得する。

到達目標

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「提出作品」で総合１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。　

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート　　　■　提出作品

・提示された課題に基づいて、歯科技工の基礎知識を確認し製作することができる。

小島　三知長

授業形態 実習

科目名 課題研究実習Ⅰ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Modeling and DesignⅥ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

西村　元

授業形態 実習

科目名 モデリング＆デザインⅥ 授業回数 15 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は(１)成果物：60％　(２）受講姿勢［授業内発言・授業協力など］：30％　（３）授業内提出物：１0％、とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

科目概要
学習の目的

MayaをはじめとするCGデザインソフトを用いてモデリングを行い、現代において有用なデータ運用と技術を学ぶ。

体系的に学んできた統合型3DCGソフトウェアMAYAを用い、現代社会においての3DCG技術活用方法を体得する。
将来的に3Dデータを具体的に活用する事例を学ぶことで知見を広げ、その内容を実践する。
技術が目まぐるしく発展していく現代において、3DCG技術を活用していく発想方法を養い、実務に役立つ学びを収めるものとする。

到達目標
１：MAYAを用いた成果物の作成
２：3DCGの活用方法の知識拡充
３：成果物作成に向けて修正点を自己診断できる審美眼を持つ

Autodesk Mayaトレーニングブック第４版　他

なし

時間外学習
【事前学習】各授業ごとに課題や事前準備の指示
【事後学習】各授業後のフリータイムでのフォローアップ

特記事項 なし

授　業　計　画

授業内容

1 ガイダンス：本講義の成果物について 講義
これまで学習したモデリング技術を使用して
成果物であるマスコットキャラクターを作成に向けて計画を練る。
将来、自分の技工所のマスコットキャラクターをイメージして、コンセプトを作成する。

2 マスコットキャラクターデザイン 講義
マスコットキャラクターのキャラクターデザイン作成。
キャラクターデザインに向けてのマーケティング手法。
キャラクターデザインを三面図にする。

3
【Photoshop】【MAYA】キャラクター制作
準備

実習
作成した三面図をPhotoshopを用いて、使いやすい画像データに編集する。
MAYAにおいて画像データ活用して、モデリング環境を整える。
キャラクター制作のボリューム出しを行う。

7
【MAYA】キャラクター制作：モデリングブ
ラッシュアップ1

実習
立体化するにあたり矛盾点を解決していく。
より細かくデザインを作りこみ、制作に役立つモデリング手法や機能を学ぶ。

4
【MAYA】キャラクター制作：ボリューム出し
1

実習

キャラクター制作のボリューム出しを行う。
立体物にするにあたり、仮のモデルを配置し存在可能かどうかなどを判断する過程のことをボ
リューム出しと呼称します。
平面である2Dキャラクターデザインと、3D空間での矛盾を見つけ改善する。

5
【MAYA】キャラクター制作：ボリューム出し
２

実習
キャラクター制作のボリューム出しを行う。
平面である2Dキャラクターデザインと、3D空間での矛盾を見つけ改善する。

6
【MAYA】キャラクター制作：ボリューム出し
３

実習
キャラクター制作のボリューム出しを行う。
平面である2Dキャラクターデザインと、3D空間での矛盾を見つけ改善する。

8
【MAYA】キャラクター制作：モデリングブ
ラッシュアップ2

実習
立体化するにあたり矛盾点を解決していく。
より細かくデザインを作りこみ、制作に役立つモデリング手法や機能を学ぶ。

9
【MAYA】キャラクター制作：モデリングブ
ラッシュアップ3

実習
立体化するにあたり矛盾点を解決していく。
より細かくデザインを作りこみ、制作に役立つモデリング手法や機能を学ぶ。

10
【MAYA】キャラクター制作：モデリングブ
ラッシュアップ4

実習
立体化するにあたり矛盾点を解決していく。
より細かくデザインを作りこみ、制作に役立つモデリング手法や機能を学ぶ。

11
【MAYA】キャラクター制作：モデリングブ
ラッシュアップ5

実習
立体化するにあたり矛盾点を解決していく。
より細かくデザインを作りこみ、制作に役立つモデリング手法や機能を学ぶ。

12
【MAYA】キャラクター制作：モデリングブ
ラッシュアップ6

実習
立体化するにあたり矛盾点を解決していく。
より細かくデザインを作りこみ、制作に役立つモデリング手法や機能を学ぶ。

13
【MAYA】3Dプリント技術：出力用データの
作成１

実習
MAYAなどのソフトウェアを活用し、3Dプリンターの出力用データへの編集を学ぶ。
※モデリングが完了していない学生は引き続きモデリングブラッシュアップを行う

14
【MAYA】3Dプリント技術：出力用データの
作成２

実習
MAYAなどのソフトウェアを活用し、3Dプリンターの出力用データへの編集を学ぶ。
※モデリングが完了していない学生は引き続きモデリングブラッシュアップを行う
※モデリング完了後は3Dプリンターを用いた出力作業へと移行する

15 3Dプリンターへの知識拡充 講義
スライサーソフトを使用して3Dプリンター向けの、印刷データを作成する。
それに必要な3Ｄプリンターの仕組みと、実機の操作方法などを学ぶ。



必・選の別 必修

（英） Modeling research production Ⅱ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

西村　元

授業形態 実習

科目名 モデリング研究制作Ⅱ 授業回数 15 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は(１)成果物：60％　(２）受講姿勢［授業内発言・授業協力など］：30％　（３）授業内提出物：１0％、とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

科目概要
学習の目的

MayaをはじめとするCGデザインソフトを用いてモデリングを行い、現代において有用なデータ運用と技術を学ぶ。

体系的に学んできた統合型3DCGソフトウェアMAYAを用い、現代社会においての3DCG技術活用方法を体得する。
将来的に3Dデータを具体的に活用する事例を学ぶことで知見を広げ、その内容を実践する。
技術が目まぐるしく発展していく現代において、3DCG技術を活用していく発想方法を養い、実務に役立つ学びを収めるものとする。

到達目標
１：MAYAを用いた成果物の作成
２：3DCGの活用方法の知識拡充
３：成果物作成に向けて修正点を自己診断できる審美眼を持つ

Autodesk Mayaトレーニングブック第４版　他

なし

時間外学習
【事前学習】各授業ごとに課題や事前準備の指示
【事後学習】各授業後のフリータイムでのフォローアップ

特記事項 なし

授　業　計　画

授業内容

1 3Dプリンター実戦的使用 実習
スライサーソフトを使用して3Dプリンター向けの、印刷データを作成する。
それに必要な3Ｄプリンターの仕組みと、実機の操作方法などを学ぶ。

2 【MAYA】3DCGキャラクター制作 実習
成果物作成を行う。
※モデリングが完了していない学生は引き続きモデリングブラッシュアップを行う
※モデリング完了後は3Dプリンターを用いた出力作業へと移行する

3 【MAYA】3DCGキャラクター制作 実習
成果物作成を行う。
※モデリングが完了していない学生は引き続きモデリングブラッシュアップを行う
※モデリング完了後は3Dプリンターを用いた出力作業へと移行する

7 マスコットキャラクターのコンテンツ化２ 実習
マスコットキャラクターの活用方法と、実際の実用例を学び知識拡充を行う。
3DCGデータを加工、編集を行う。3DCGのデータ活用を実践する。
※イラスト化、ショート動画化を目指す。各コンテンツに必要なソフトウェア技術を学ぶ

4 【MAYA】3DCGキャラクター制作 実習
成果物作成を行う。
※モデリングが完了していない学生は引き続きモデリングブラッシュアップを行う
※モデリング完了後は3Dプリンターを用いた出力作業へと移行する

5 【MAYA】3DCGキャラクター制作 実習
成果物作成を行う。
※モデリングが完了していない学生は引き続きモデリングブラッシュアップを行う
※モデリング完了後は3Dプリンターを用いた出力作業へと移行する

6 マスコットキャラクターのコンテンツ化１ 講義
マスコットキャラクターの活用方法と、実際の実用例を学び知識拡充を行う。
3DCGデータを加工、編集を行う。3DCGのデータ活用を実践する。
※イラスト化、ショート動画化を目指す。各コンテンツに必要なソフトウェア技術を学ぶ

8 マスコットキャラクターのコンテンツ化3 実習
マスコットキャラクターの活用方法と、実際の実用例を学び知識拡充を行う。
3DCGデータを加工、編集を行う。3DCGのデータ活用を実践する。
※イラスト化、ショート動画化を目指す。各コンテンツに必要なソフトウェア技術を学ぶ

9 マスコットキャラクターのコンテンツ化４ 実習
マスコットキャラクターの活用方法と、実際の実用例を学び知識拡充を行う。
3DCGデータを加工、編集を行う。3DCGのデータ活用を実践する。
※イラスト化、ショート動画化を目指す。各コンテンツに必要なソフトウェア技術を学ぶ

10 マスコットキャラクターのコンテンツ化5 実習
マスコットキャラクターの活用方法と、実際の実用例を学び知識拡充を行う。
3DCGデータを加工、編集を行う。3DCGのデータ活用を実践する。
※イラスト化、ショート動画化を目指す。各コンテンツに必要なソフトウェア技術を学ぶ

11 マスコットキャラクターのコンテンツ化6 実習
マスコットキャラクターの活用方法と、実際の実用例を学び知識拡充を行う。
3DCGデータを加工、編集を行う。3DCGのデータ活用を実践する。
※イラスト化、ショート動画化を目指す。各コンテンツに必要なソフトウェア技術を学ぶ

12
プレゼンテーション準備１
【Photoshop】【PowerPoint】

講義
マスコットキャラクター作成においての、コンセプトやキャラクターデザイン。
マスコットを用いた効果的な波及効果を有無コンテンツの作成。
各成果物の作成・活用方法の意図を言語化し伝えることを学ぶ。

13
プレゼンテーション準備２
【Photoshop】【PowerPoint】

講義
マスコットキャラクター作成においての、コンセプトやキャラクターデザイン。
マスコットを用いた効果的な波及効果を有無コンテンツの作成。
各成果物の作成・活用方法の意図を言語化し伝えることを学ぶ。

14 【講評会】プレゼンテーション１ 講義
プレゼンテーションを行う。
自分の頭の中“意図”をどれだけ他人である聴衆へと伝えることができるかを実体験する。
技術者において意図を伝える難しさとテクニックを学ぶ。

15
【講評会】プレゼンテーション２
【総評】現代における技術の活用方法

講義
各コンテンツに対して講評を行う。これまでの体得した技術をの総評。
これからの発展していく技術へのアプローチの仕方や手法を学び、将来に有用な技術を磨く方
法を学ぶ。



必・選の別 必修

（英） Illustration and Design Ⅲ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

実習

稲益　彩香

授業形態 実習

科目名 イラスト・デザインⅢ 授業回数 15 科目責任者

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、実技試験として「課題提出」を２０点、及びレポートを８０点として１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

科目概要
学習の目的

「デジタルハリウッド大学」にて、DTPを中心としたデザインを学び、2010年「バンダイナムコエンターテインメント」に就職、太鼓の達人やアイドルマスター
などのアシスタントプロデューサーを努めながら、ゲーム以外の新規事業にも取り組む。2021年姉妹で起業しデザイン会社を営む。

歯科技工士×デザインのスキルを持つ人材として、将来実践的に活躍頂けるよう、
デザイナーとして求められる「課題解決力」「自己表現」「知識・技術」の３点を軸にしながら、デザインの基本概念を身に付けて頂くデザインに必要な網羅的
で実践的な知識・スキルを、Photoshop/Illustratorのツールを中心に使いながら、「考える」✕「実際に表現する」を通じて、学び、自分自身が自由に使
えるスキルにしていただく

到達目標
・デザインツール（Photoshop＝写真加工/イラストレーション、Illustrator＝ドローイング）を、使う事が出来る
・デザインの基本的な知識や、スキルを身に付けている
・ツールを用いて自分自身が「表現したいもの」を知り、「表現出来る」実践をする

時間外学習
【事前学習】なし

【事後学習】なし
特記事項 なし

授　業　計　画

授業内容

1
デザインが出来るということ
　～他者認識と自己表現

実習
デザインの中心となる「他社と自己」を、視点や観点の違いから、
デザインを通じて表現・違いに気付く

2
デザインが出来るということ
　～他者認識と自己表現

実習
デザインの中心となる「他社と自己」を、視点や観点の違いから、
デザインを通じて表現・違いに気付く

3
色彩論
　～色が持つメッセージ

実習
色が人間に与えるメッセージを学び、実際に配色や色見本を作りながら
他者・自分が色に持つ価値観やメッセージに気付く

7
デザイン４原則
　～魅せる、文字表現。

実習
デザイン４原則である「近接」「整列」「反復」「強弱」を、中心に
パワーポイントやチラシ等で見やすさが各段に変わる文字表現を学ぶ

4
色彩論
　～色が持つメッセージ

実習
色が人間に与えるメッセージを学び、実際に配色や色見本を作りながら
他者・自分が色に持つ価値観やメッセージに気付く

5
表現の抽象化
　～グラフィックシンボルの伝達効果

実習
アイコン・ピクトグラム・ロゴ等、伝達する要素をそぎ落とし
簡略化することで表現するデザインを学ぶ

6
表現の抽象化
　～グラフィックシンボルの伝達効果

実習
アイコン・ピクトグラム・ロゴ等、伝達する要素をそぎ落とし
簡略化することで表現するデザインを学ぶ

8
デザイン４原則
　～魅せる、文字表現。

実習
デザイン４原則である「近接」「整列」「反復」「強弱」を、中心に
パワーポイントやチラシ等で見やすさが各段に変わる文字表現を学ぶ

9
制作演習①
　～制作のコンセプト作り

実習
最終課題に向けて、自分自身の制作物の計画を、
「誰に、何を、どのように」の軸をしっかり計画した上で検討していただく

10
制作演習①
　～制作のコンセプト作り

最終課題に向けて、自分自身の制作物の計画を、
「誰に、何を、どのように」の軸をしっかり計画した上で検討していただく

11
制作演習②
～実制作

実習
制作演習①で計画した最終課題の内容を
ツールを使って実際に制作頂く

12
制作演習②
～実制作

実習
制作演習①で計画した最終課題の内容を
ツールを使って実際に制作頂く

13
制作演習③
～実制作＋発表準備

実習 最終課題を仕上げ、発表準備をして頂く

14
制作演習③
～実制作＋発表準備

実習 最終課題を仕上げ、発表準備をして頂く

15 発表・総評 実習 ご自身の作成した最終課題をプレゼンテーション頂く



必・選の別 必修

（英） CAD and CAM Applied PracticeⅢ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

12 全部床義歯の臼歯部排列 実習 臼歯部の排列位置を理解し、PC上での前歯部の排列操作を実践することができる。

15 全部床義歯の歯肉形成 実習 全部床義歯の歯肉形成を理解し、PC上での歯肉形成を実践することができる。

13 全部床義歯の臼歯部排列 実習 臼歯部の排列位置を理解し、PC上での前歯部の排列操作を実践することができる。

14 全部床義歯の歯肉形成 実習 全部床義歯の歯肉形成を理解し、PC上での歯肉形成を実践することができる。

10 全部床義歯の咬合床スキャン 実習 咬合器装着された咬合床のスキャン操作を理解し、操作を実践することができる。

11 全部床義歯の前歯部排列 実習 前歯部の排列位置を理解し、PC上での前歯部の排列操作を実践することができる。

8 上顎中切歯削り出し～パターンの処理 実習
CAM機の使用方法を理解し、ワックスディスクの削り出しを実践することができる。
削り出したワックスパターンの後処理が実践することができる。

9 上顎小臼歯削り出し～パターンの処理 実習
CAM機の使用方法を理解し、ワックスディスクの削り出しを実践することができる。
削り出したワックスパターンの後処理が実践することができる。

7 上顎中切歯削り出し～パターンの処理 実習
CAM機の使用方法を理解し、ワックスディスクの削り出しを実践することができる。
削り出したワックスパターンの後処理が実践することができる。

6 上顎小臼歯の外形～窓開けデザイン 実習
ポーセレン実習に向けて、小臼歯形態、小臼歯の窓開け形態を理解し、PC上でデザインを実践
することができる。

5 上顎中切歯の削り出し 実習 CAM機の使用方法を理解し、ワックスディスクの削り出しが実践することができる。

3 上顎中切歯の外形デザイン 実習 ポーセレン実習に向けて、中切歯形態を理解し、PC上で、デザインを実践することができる。

4 上顎中切歯の窓開けデザイン 実習
ポーセレン実習に向けて、中切歯の窓開け形態を理解し、PC上でデザインを実践することがで
きる。

2 保険診療、私費診療とデジタル 実習
保険診療と私費診療の仕組みとデジタルとのかかわりについて学び、デジタル操作を実践すること
ができる。

CAD/CAMデンタルテクノロジー（医歯薬出版）

時間外学習
【事前学習】CAD/CAMシステムの種類や特性について調べておくこ。
【事後学習】授業で学んだ工程やポイントについて、自力で操作できるよう反復練習
する。

特記事項 必要に応じてプリントを配布する。

授　業　計　画

授業内容

1 保険診療、私費診療とデジタル 実習
保険診療と私費診療の仕組みとデジタルとのかかわりについて学び、デジタル操作を実践すること
ができる。

なし

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

歯科用CAD/CAMについて、基本操作を体験しながら、デジタル歯科技工について理解する。
歯科用CAD/CAMを使用した最新のデジタル歯科技工についての知識、技術を習得する。

到達目標

・咬合器装着された模型のスキャンができるようになる。

・臨床的な前歯部のデザインを行うことができる。

・インレーのデザイン～削り出しの操作を行うことができるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、レポートで行う。講義毎に課すレポートを各１００点満点で採点し、その平均点で評価する。各レポートの提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 CADCAM応用Ⅲ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） CAD and CAM Applied PracticeⅣ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

12 e-maxステイン 実習 表面ステインの注意点を理解し、実践することができる。

15 e-maxグレーズ完成 実習 グレーズ操作の注意点を理解し、実践することができる。

13 e-maxステイン 実習 表面ステインの注意点を理解し、実践することができる。

14 e-maxグレーズ完成 実習 グレーズ操作の注意点を理解し、実践することができる。

10 e-max掘り出し～形態修正 実習 プレス体の掘り出し～形態修正の注意点を理解し、実践することができる。

11 e-max掘り出し～形態修正 実習 プレス体の掘り出し～形態修正の注意点を理解し、実践することができる。

8 e-maxの埋没～プレス／ 実習 パターンの埋没～リングの加熱、プレスの製作過程を理解し、実践することができる。

9 e-maxの埋没～プレス／ 実習 パターンの埋没～リングの加熱、プレスの製作過程を理解し、実践することができる。

7 e-maxの掘り出し～歯型適合 実習
あらかじめプレスしておいた、インレーのプレス体の掘り出し～形態修正の注意点を理解し、実
践することができる。

6 e-maxの埋没～プレス／ 実習 パターンの埋没～リングの加熱、プレスの製作過程を理解し、実践することができる。

5 e-maxの埋没～プレス／ 実習 パターンの埋没～リングの加熱、プレスの製作過程を理解し、実践することができる。

3 e-maxのパターン削り出し 実習 デザインしたワックスパターンの削り出しを実践することができる。

4 e-maxのパターン削り出し 実習 デザインしたワックスパターンの削り出しを実践することができる。

2 e-maxのデザイン 実習
小臼歯形態を理解し、PC上でデザインを実践することができる。
インレーの形態を理解し、PC上でデザインを実践することができる。

CAD/CAMデンタルテクノロジー（医歯薬出版）

時間外学習
【事前学習】CAD/CAMシステムの種類や特性について調べておく。
【事後学習】授業で学んだ工程やポイントについて、自力で操作できるよう反復練習
する。

特記事項 必要に応じてプリントを配布する。

授　業　計　画

授業内容

1 e-maxのデザイン 実習
小臼歯形態を理解し、PC上でデザインを実践することができる。
インレーの形態を理解し、PC上でデザインを実践することができる。

なし

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

歯科用CAD/CAMについて、基本操作を体験しながら、デジタル歯科技工について理解する。
プレスセラミックスの製作手順を習得し、技術を習得する。
臨床的な金属床義歯のデザインを習得する。

到達目標

・プレスセラミックスの製作の埋没ができるようになる。

・プレスセラミックスのプレス操作～掘り出し、研磨の基本操作ができるようになる。

・臨床的な金属床義歯のデザインを行うことができるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、レポートで行う。講義毎に課すレポートを各１００点満点で採点し、その平均点で評価する。各レポートの提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 CADCAM応用Ⅳ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） InternshipⅡ 時間数 90 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 3 開講区分 前期／後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

45 インターンシップ報告 実習
インターンシップ内容、入社後の初めに行う仕事内容についての情報を整理し、同級生に向けて
の情報発信を実践することができる。

22 インターンシップ中間報告会 実習
インターンシップ内容、入社後の初めに行う仕事内容についての情報を整理し、同級生に向けて
の情報発信を実践することができる。

23～44 内定先、プレ就職 実習
内定した企業に訪問し、入社後をイメージして技工体験を行い、「身構え」「気構え」「心構え」を実
践することができる。

16～21 内定先、プレ就職 実習
内定した企業に訪問し、入社後をイメージして技工体験を行い、「身構え」「気構え」「心構え」を実
践することができる。

１３ 職場見学のレポート（パワポ）作成 実習 訪問した企業で得た情報を整理し、就職活動に向けて、自らの考えをまとめることができる。

14,15 職場見学報告会（情報共有） 実習
訪問した企業で得た情報について発表し、学生間で情報を共有し、進路選択を実践することがで
きる。

11,12 卒業生講演（斎藤未来） 実習
活躍している卒業生の話を聞くことで、将来像をイメージ、進路について考え、進路選択を実践
することができる。

9,10
職場見学②（各自の就職先を考えて１施設選
ぶ）

実習
各企業を実際に訪問し、就労状況を知り、将来像をイメージ、進路について考え、進路選択を実
践することができる。

7,8
職場見学①（合同就職説明会参加企業を中
心に１施設選ぶ）

実習
各企業を実際に訪問し、就労状況を知り、将来像をイメージ、進路について考え、進路選択を実
践することができる。

4 企業説明会①（材料メーカー・YAMAKIN） 実習
歯科メーカーの就労状況を知り、将来像をイメージ、進路について考え、進路選択を実践するこ
とができる。

5、6 企業説明会②（合同就職説明会） 実習
各企業の就労状況を知り、将来像をイメージ、進路について考え、進路選択を実践することがで
きる。

3 新東京の就職活動方法について 実習 新東京技工士学校の就職活動方法を理解し、実践することができる。

なし

時間外学習
【事前学習】臨床実習ノートに目標を記入する。
【事後学習】わからなかった語句や内容は教科書などで調べ、翌日の実習につなげることが必
要である。

特記事項 実習マニュアル

授　業　計　画

授業内容

1．２ 国家試験・就職活動決起会 実習
国家試験対策、就職対策の流れを理解し、卒業までの1年間の自身の課題を明確にし、実践する
ことができる。

なし

科目概要
学習の目的

歯科技工業務の見学及び就業体験を通じて、業界で活躍するための課題を設定し、進路決定の準備を具体的に進めることができる。

歯科技工業務の見学及び就業体験を通じて、業界で活躍するための課題を設定し、進路決定の準備を具体的に進めることができる。
実際の歯科臨床現場で学ぶことを通じて、歯科技工士の業務内容への理解を深めることを目的とする。

到達目標

・就業体験先にて使用する器具機材を安全に取り扱うことができる。

・就業体験先において挨拶をはじめとした「身構え」「気構え」「心構え」を身につけることができる。

・設定した目標に対して、記録し、結果の検証と改善をすることができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、レポートで行う。講義毎に課すレポートを各１００点満点で採点し、その平均点で評価する。各レポートの提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 インターンシップⅡ 授業回数 45 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Comprehensive Dental TechnologyⅡ 時間数 60 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 4 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

14 偏心位における咬合 講義
偏心位での咬合接触（咬合様式）の犬歯誘導咬合とグループファンクション、両側性平衡咬合に
ついてそれぞれの特徴を説明することができる。

15 顎機能検査と口腔内装置 講義
顎機能検査として行われる咬合接触検査と咬合接触圧検査法の概略を説明することができる。
歯科技工士が製作する装置としてスプリント、ナイトガード下顎前方牽引装置。スポーツマウス
ガードをについて説明することができる。

12
フェイスボウトランスファについて
(半調節性咬合器)

講義
フェイスボウトランスファーの実習を復習し、半調節性咬合器の使用手順と調節方法について説
明することができる。

13 咬頭嵌合位における咬合 講義
咬頭嵌合位での咬合接触について、咬頭対辺縁隆線と咬頭対窩の２つのタイプについて説明す
ることができる。

10
歯列にみられる形態と
咬合に関する平面について

講義 正常な顎口腔系で観察できる歯列の形態と咬合に関する平面を説明することができる。

11 咬合器の分類とその特徴について 講義
歯科技工操作を行うにあたって使用する咬合器の分類、機構とそれぞれの特徴を説明すること
ができる。

8 歯 髄・加齢現象のまとめ 講義
歯髄の基本的構造、加齢変化について理解する。また、各組織の加齢変化を復習し理解を深め
その内容を説明することができる。

9 定期試験/解説 講義
定期試験、解説講義を通じて理解を深め、その内容を説明することができる。
試験範囲は１～８回とする。

6 歯根膜・歯槽骨 講義 歯根膜・歯槽骨の基本的構造、加齢変化について説明することができる。

7 歯 肉 講義
歯肉の基本的構造、加齢変化について理解する。また、歯肉を含めて口腔粘膜の分類を説明す
ることができる。

4 象牙質 講義 象牙質の基本的構造、加齢変化について説明することができる。

5 セメント質・硬組織のまとめ 講義
セメント質の基本的構造、加齢変化について説明することができる。
各硬組織の特徴を比較し理解を深め、その内容を説明することができる。

2 歯の発生② 講義 硬組織、それぞれの発生過程を説明することができる。

3 エナメル質 講義 エナメル質の基本的構造、加齢変化について説明することができる。

授　業　計　画

授業内容

1 歯の概説・歯の発生① 講義
これから勉強する「組織」と深く関連する歯の概説と各組織の発生由来について説明することが
できる。

新歯科技工士教本（２科目）(医歯薬出版)

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
【事前学習】シラバスおよび教科内容の確認を行うこと。
【事後学習】毎回の授業内で、前回の講義内容の確認小テストを行う。その小テストに
向けてポイントの復習を行う。

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目的

歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験があり教員経験が長い歯科技工士教員が分かりやすく指導する。

歯科技工士として仕事をする上で、修得しておくべき歯と歯周組織に関する専門的知識を総合的に理解する。また、咬合・咬合器について理解し歯科技工
業務に活かせるようにする。

到達目標
・歯と歯周組織の解剖学的な基礎知識を習得し、国家試験レベルの問題をできるようにする。
・咬合、咬合器について顎口腔機能学の基礎知識を習得し、国家試験レベルの問題をできるようにする。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

田村　睦

授業形態 講義

科目名 総合歯科技工学Ⅱ-1 授業回数 30 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Comprehensive Dental TechnologyⅡ 時間数 60 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 4 開講区分 前期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

30 模試2（解剖）問題解答、自主学習 講義
25問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明
することができる。

16 講義模試1（有床）問題解答、自主学習
25問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明
することができる。

28 模試2（修復）問題解説 講義 模擬試験問題の解説講義を聴講し、その内容を説明することができる。

29 模試2（理工）問題解答、自主学習 講義
25問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明
することができる。

26 模試2（修復）問題解答、自主学習 講義
25問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明
することができる。

27 模試2（有床）問題解説 講義 模擬試験問題の解説講義を聴講し、その内容を説明することができる。

24 模試1（解剖）問題解説 講義 模擬試験問題の解説講義を聴講し、その内容を説明することができる。

25 模試2（有床）問題解答、自主学習 講義
25問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明
することができる。

22 模試1（解剖）問題解答、自主学習 講義
25問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明
することができる。

23 模試1（理工）問題解説 講義 模擬試験問題の解説講義を聴講し、その内容を説明することができる。

20 定期試験／解説 講義
定期試験、解説講義を通じて理解を深め、その内容を説明することができる。
試験範囲は10～15回とする。

21 模試1（理工）問題解答、自主学習 講義
25問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明
することができる。

18 模試1（有床）問題解説 講義 模擬試験問題の解説講義を聴講し、その内容を説明することができる。

19 模試1（修復）問題解説 講義 模擬試験問題の解説講義を聴講し、その内容を説明することができる。

授　業　計　画

授業内容

17 模試1（修復）問題解答、自主学習 講義
25問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明
することができる。

新歯科技工士教本（８科目）(医歯薬出版)

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
【事前学習】１年次から使用した教材を読み返し、授業を受けると良い。
【事後学習】

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、写真撮影及び録音録画を許可する。

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院の実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

卒業後の歯科技工業務を見据えて専門科目の枠を超え、今までの学びを総合的に復習することを目的とする。

到達目標
・専門科目の枠を超え知識の振り返りをする。
・問題演習と解説講義を通じて、知識を定着させる。
・模試AB3（統一模試②）において、国家試験合格基準である６０％以上の正解を得ることができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

若林　誠

授業形態 講義

科目名 総合歯科技工学Ⅱ-２ 授業回数 30 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Research and Professional Plactice Ⅱ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

14 課題製作（修復、有床、矯正、解剖） 実習
実習科目（修復、有床、矯正、解剖）より提示された課題の製作手順や注意ポイントについて理解
を深め技術を実践することができる。

15 課題製作（修復、有床、矯正、解剖） 実習
実習科目（修復、有床、矯正、解剖）より提示された課題の製作手順や注意ポイントについて理解
を深め技術を実践することができる。

12 課題製作（修復、有床、矯正、解剖） 実習
実習科目（修復、有床、矯正、解剖）より提示された課題の製作手順や注意ポイントについて理解
を深め技術を実践することができる。

13 課題製作（修復、有床、矯正、解剖） 実習
実習科目（修復、有床、矯正、解剖）より提示された課題の製作手順や注意ポイントについて理解
を深め技術を実践することができる。

10 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

11 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

8 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

9 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

6 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

7 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

4 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

5 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

2 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

3 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

授　業　計　画

授業内容

1 課題製作（歯冠修復、有床義歯） 実習
実習科目（修復、有床）より提示された課題を指定時間内に製作し、製作手順や注意ポイントにつ
いて理解を深め技術を実践することができる。

各専門科目の教科書及び実習帳、ほか

なし

時間外学習
【事前学習】「教科書」、「実習プリント」、「専門書」などを課題に合わせて調べる。
【事後学習】取り組んだ実習内容は、指定教科書も併せて学習する。

特記事項 なし

科目概要
学習の目的

症例に合わせた対処方法やこれまで学んだ技術の基本について、課題を提示し製作していく。

今までに修得した歯科技工の技術と知識を総合的に習得する。
様々な症例に適応した技工技術の応用方法を習得する。

到達目標
・提示された課題に基づいて、歯科技工の基礎知識を確認し製作することができる。
・実習科目（修復、有床、矯正、解剖）より提示された課題の製作手順や注意ポイントについて理解を深めることができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「提出作品」と「レポート」で総合１００点満点とする。提出日は開講日に別途指示する。　

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート　　　■　提出作品

小島　三知長

授業形態 実習

科目名 課題研究実習Ⅱ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英）
Comprehensive Practice of Dental TechnologyⅠ

時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

14
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

15
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

12
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

13
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

10
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

11
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

8
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

9
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

6
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

7
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、国家試験課題を実践することができる。

4 ワイヤー屈曲集中トレーニング 実習
ワイヤー屈曲のトレーニングを繰り返し行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェッ
クおよびや教員によるフィードバックを行い、屈曲を実践することができる。

5 ワイヤー屈曲集中トレーニング 実習
ワイヤー屈曲のトレーニングを繰り返し行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェッ
クおよびや教員によるフィードバックを行い、屈曲を実践することができる。

2
14デッサン・歯型彫刻・自己チェック①
14デッサン・歯型彫刻・自己チェック②

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行いデッサン、彫刻を実践することができる。

3
14デッサン・歯型彫刻・自己チェック①
14デッサン・歯型彫刻・自己チェック②

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行いデッサン、彫刻を実践することができる。

授　業　計　画

授業内容

1
デッサン・歯型彫刻
実技試験

実習
制限時間を設定して、完成見本無しで、実技タイムトライアルを実践することができる。
実技の理解度、制限時間を意識して操作を行う。

配布資料　歯の解剖学　実習プリント(オリジナル)

なし

時間外学習
【事前学習】歯型彫刻・ワックスアップ・人工歯排列の項目の「実習プリント」を読み、
製作工程および注意事項について確認しておく。
【事後学習】取り組んだ実習内容は、指定教科書も併せて学習する。

特記事項 なし

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

歯のデッサン、歯型彫刻、ワイヤー屈曲の基礎技術力を習得、決められた時間内に完成させる時間管理ができるようになる。

到達目標
・決められた制限時間内での作品の完成ができるようになる。
・歯のデッサン、歯型彫刻の方法、注意点を理解し、実習を進めることができるようになる。
・操作の復習を行い手順の再確認ができるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「実技試験」で総合１００点満点とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 総合技工実習Ⅰ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英）
Comprehensive Practice of Dental TechnologyⅡ

時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

14
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

10
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

11
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

8 振り返り 実習

15
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

12
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

13
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

今までに行ったトレーニング内容について、自ら振り返り、操作手順や技術を確認し、実践するこ
とができる。

9
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

6 振り返り 実習
今までに行ったトレーニング内容について、自ら振り返り、操作手順や技術を確認し、実践するこ
とができる。

7
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

4
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

5
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

2
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

3
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

授　業　計　画

授業内容

1
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

配布資料　歯の解剖学　実習プリント(オリジナル)

配布資料　有床義歯技工学　実習プリント(オリジナル)

時間外学習
【事前学習】歯型彫刻・屈曲・の項目の「実習プリント」を読み、製作工程および注意事
項について確認しておく。
【事後学習】取り組んだ実習内容は、指定教科書も併せて学習する。

特記事項
配布資料　歯冠修復技工学　実習プリント(オリジナル)　制限時間内で課題
が完成できない場合は、自主的に練習をすること。

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

卒業後の歯科技工業務を見据えて専門科目の枠を超え、今までの学びを総合的に復習することを目的とする。

到達目標 指定された歯のデッサン、ワイヤー屈曲、歯型彫刻の作品を、決められた時間内で合格基準以上に完成させることができるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「実技試験」で総合１００点満点とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 総合技工実習Ⅱ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英）
Comprehensive Practice of Dental TechnologyⅢ

時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

14 デッサントレーニング 実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

10
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

11
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

8
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習

15
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

12
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

13
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

9
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

6
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

7
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

4
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

5
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

2
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

3
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
実技試験

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

授　業　計　画

授業内容

1
デッサン・歯型彫刻・ワイヤー屈曲
総合トレーニング

実習
国家試験で過去に出題された項目や時間を参考にして、完成度の高いものを決められた時間内
で製作するトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い国家試験課題を実践することができる。

配布資料　歯の解剖学　実習プリント(オリジナル)

配布資料　有床義歯技工学　実習プリント(オリジナル)

時間外学習

【事前学習】歯型彫刻・ワックスアップ・人工歯排列の項目の
　　　　　   「実習プリント」を読み、製作工程および注意事項
              について確認しておくことを推奨する。
【事後学習】取り組んだ実習内容は、指定教科書も併せて

特記事項 制限時間内で課題が完成できない場合は、自主的に練習をすること。

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

卒業後の歯科技工業務を見据えて専門科目の枠を超え、今までの学びを総合的に復習することを目的とする。

到達目標 指定された歯のデッサン、ワイヤー屈曲、歯型彫刻の作品を、決められた時間内で合格基準以上に完成させることができるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「実技試験」で総合１００点満点とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 総合技工実習Ⅲ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Training of Dental TechnologyⅠ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

14 26見て面取り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い彫刻を実践することができる。

15 26見て面取り～荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い彫刻を実践することができる。

12
11歯のデッサン、歯型彫刻
実技試験

実習
歯のデッサン・歯型彫刻の実技試験を行う。試験後は見本や評価表を用いた自己チェックおよび
や教員によるフィードバックを行いデッサン、彫刻を実践することができる。

13
11歯のデッサン、歯型彫刻
実技試験

実習
歯のデッサン・歯型彫刻の実技試験を行う。試験後は見本や評価表を用いた自己チェックおよび
や教員によるフィードバックを行いデッサン、彫刻を実践することができる。

10 11荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い彫刻を実践することができる。

11 13荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い彫刻を実践することができる。

8 13歯型彫刻トレーニング 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

9 13面取り～荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い彫刻を実践することができる。

6 11面取り～荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

7 13歯のデッサントレーニング 実習
歯のデッサンのトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよ
びや教員によるフィードバックを行い、デッサンを実践することができる。

4 13歯型彫刻トレーニング 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

5 11面取り～荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

2 11歯型彫刻トレーニング 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

3 13歯のデッサントレーニング 実習
歯のデッサンのトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよ
びや教員によるフィードバックを行い、デッサンを実践することができる。

授　業　計　画

授業内容

1 11歯のデッサントレーニング 実習
歯のデッサンのトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよ
びや教員によるフィードバックを行い、デッサンを実践することができる。

配布資料　歯の解剖学　実習プリント(オリジナル)

なし

時間外学習
【事前学習】　シラバスを確認し、動画を事前に視聴して動作のイメージをつかんでお
く。
【事後学習】　毎日30分程度、自主的な練習をする。

特記事項 制限時間内で課題が完成できない場合は、自主的に練習をすること。

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験を有した教員が、国家試験に必要な歯型彫刻の手技を指導する。

歯科技工について、実習で身につけた技術を総合的に繰り返し練習し、スピードと正確さを身につけることを目標とする。
卒業後の歯科技工業務を見据えて専門科目の枠を超え、今までの学びを総合的に復習することを目的とする。

到達目標 歯科技工について、実習で身につけた技術を総合的に繰り返し練習し、スピードと正確さを身につけることを目標とする。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「実技試験」で総合１００点満点とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

田村　睦

授業形態 実習

科目名 実習トレーニングⅠ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Training of Dental TechnologyⅡ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

14
26歯のデッサン・歯型彫刻
実技試験①

実習
歯のデッサンの実技試験を行う。試験後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや教員に
よるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

15
26歯のデッサン・歯型彫刻
実技試験②

実習
歯のデッサンの実技試験を行う。試験後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや教員に
よるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

12 36見ないで面取り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

13 36歯のデッサントレーニング 実習
歯のデッサンのトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよ
びや教員によるフィードバックを行い、デッサンを実践することができる。

10 36見て荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

11 36見ないで荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

8 36見て面取り～荒彫り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

9 36見ないで面取り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

6 36マニュアル作成 実習
指定された歯種について、歯型彫刻のステップをマニュアル化し、自力で彫刻を実践することが
できる。

7 36見て面取り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

4
26見ないで面取り
小テスト

実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

5
26見ないで面取り
小テスト

実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

2 26歯型彫刻トレーニング 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

3 26見ないで面取り 実習
歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよびや
教員によるフィードバックを行い、彫刻を実践することができる。

授　業　計　画

授業内容

1 26歯のデッサントレーニング 実習
歯のデッサンのトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己チェックおよ
びや教員によるフィードバックを行い、デッサンを実践することができる。

配布資料　歯の解剖学　実習プリント(オリジナル)

なし

時間外学習
【事前学習】　シラバスを確認し、動画を事前に視聴して動作のイメージをつかんでお
く。
【事後学習】　毎日30分程度、自主的な練習をする。

特記事項 制限時間内で課題が完成できない場合は、自主的に練習をすること。

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院、歯科技工所、歯科医院での臨床経験を有した教員が、国家試験に必要な歯型彫刻の手技を指導する。

歯科技工について、実習で身につけた技術を総合的に繰り返し練習し、スピードと正確さを身につけることを目標とする。
卒業後の歯科技工業務を見据えて専門科目の枠を超え、今までの学びを総合的に復習することを目的とする。

到達目標 歯科技工について、実習で身につけた技術を総合的に繰り返し練習し、スピードと正確さを身につけることを目標とする。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「実技試験」で総合１００点満点とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

田村　睦

授業形態 実習

科目名 実習トレーニングⅡ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Training of Dental TechnologyⅢ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

14
36デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック
46デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

15
36デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック
46デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

12
16デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック
26デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

13
16デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック
26デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

10
13デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック
23デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

11
13デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック
23デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

8
11デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック
21デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

9
11デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック
21デッサン・歯型彫刻・修正自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

6
16デッサン・歯型彫刻・自己チェック
46デッサン・歯型彫刻・自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

7
16デッサン・歯型彫刻・自己チェック
46デッサン・歯型彫刻・自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

4
13デッサン・歯型彫刻・自己チェック
23デッサン・歯型彫刻・自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

5
デッサン・歯型彫刻
実技試験

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

2
11デッサン・歯型彫刻・自己チェック
21デッサン・歯型彫刻・自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

3
13デッサン・歯型彫刻・自己チェック
23デッサン・歯型彫刻・自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

授　業　計　画

授業内容

1
11デッサン・歯型彫刻・自己チェック
21デッサン・歯型彫刻・自己チェック

実習
歯のデッサン・歯型彫刻のトレーニングを行う。トレーニング後は見本や評価表を用いた自己
チェックおよびや教員によるフィードバックを行い、デッサン、彫刻を実践することができる。

配布資料　歯の解剖学　実習プリント(オリジナル)

配布資料　有床義歯技工学　実習プリント(オリジナル)

時間外学習
【事前学習】歯型彫刻・ワイヤー屈曲の項目の「実習プリント」を読み、製作工程および
注意事項について確認しておく。
【事後学習】取り組んだ実習内容は、指定教科書も併せて学習する。

特記事項 制限時間内で課題が完成できない場合は、自主的に練習をすること。

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

卒業後の歯科技工業務を見据えて専門科目の枠を超え、今までの学びを総合的に復習することを目的とする。

到達目標 歯科技工について、実習で身につけた技術を総合的に繰り返し練習し、スピードと正確さを身につけることを目標とする。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

「実技試験」で総合１００点満点とする。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 実習トレーニングⅢ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） CAD and CAM Applied PracticeⅤ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

12 ジルコニアについて 実習 ジルコニアの材料、その使用法、取り扱い上の注意点を理解し、実践することができる。

15 ジルコニア　ステイニング～完成 実習 ジルコニア冠の研磨、ステインの手順を理解し、実践することができる。

13 デジタルに適した支台歯形態について 実習
デジタル技工に適した支台歯形態について理解しその形態のデザインを実践することができ
る。

14 ジルコニア　歯型適合～咬合調整 実習 ジルコニア冠のシンタリング後の歯型適合～咬合調整方法を理解し、実践することができる。

10 ジルコニア　半焼結体調整～シンタリング 実習 ジルコニア冠の半焼結体の取り扱い方法を理解し、実践することができる。

11 ジルコニア　半焼結体調整～シンタリング 実習 ジルコニア冠の半焼結体の取り扱い方法を理解し、実践することができる。

8 デジタルを用いた金属床義歯の製作 実習
デジタルを用いた金属床義歯の製作方法を理解し、フレームのデザインを実践することができ
る。

9 デジタルを用いた金属床義歯の製作 実習
デジタルを用いた金属床義歯の製作方法を理解し、フレームのデザインを実践することができ
る。

7 ジルコニア　クラウンのデザイン 実習 ジルコニア冠の特性を理解し、PC上でのデザインを実践することができる。

6 ジルコニア　クラウンのデザイン 実習 ジルコニア冠の特性を理解し、PC上でのデザインを実践することができる。

5 鋳造鉤のデザイン 実習 デジタルを用いた鋳造鉤の製作方法を理解し実践することができる。

3 PEEK冠について 実習 PEEK冠の特性、製作手順を理解し、実践することができる。

4 PEEK冠について 実習 PEEK冠の特性、製作手順を理解し、実践することができる。

2 株式会社YOSHIDA 実習
株式会社YOSHIDAにて、IOS操作、exocadを用いてのデザインを体験し、実践することがで
きる。

CAD/CAMデンタルテクノロジー（医歯薬出版）

時間外学習
【事前学習】CAD/CAMシステムの種類や特性について調べておく。
【事後学習】授業で学んだ工程やポイントについて、自力で操作できるよう反復練習
する。

特記事項 必要に応じてプリントを配布する。

授　業　計　画

授業内容

1 株式会社YOSHIDA 実習
株式会社YOSHIDAにて、IOS操作、exocadを用いてのデザインを体験し、実践することがで
きる。

なし

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

歯科用CAD/CAMについて、基本操作を体験しながら、デジタル歯科技工について理解する。
歯科用CAD/CAMを使用した最新のデジタル歯科技工についての知識、技術を習得する。
CAD/CAMに適応した材料を用いた技工物の製作手順および取り扱いについて習得する。

到達目標

・クラウンのデザイン～ジルコニア（半焼結体）の削り出しができるようになる。

・ジルコニアのシンタリング（焼結）操作およびステインのテクニックの基本操作ができるようになる。

・ジルコニアの形態修正～仕上げ研磨までの操作ができるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、レポートで行う。講義毎に課すレポートを各１００点満点で採点し、その平均点で評価する。各レポートの提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　■　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 CADCAM応用Ⅴ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） CAD and CAM Applied PracticeⅥ 時間数 30 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 1 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

12 サージカルガイドの製作 実習
サージカルガイドのについて理解し、その製作方法を習得し、PC上でのデザインを実践すること
ができる。

15 セレックシステムについて 実習 セレックシステムについて理解し、その使用方法を習得し、実践することができる。

13 金属床デザイン 実習 臨床的な金属床のフレームデザインを習得し、PC上でのデザインを実践することができる。

14 金属床デザイン 実習 臨床的な金属床のフレームデザインを習得し、PC上でのデザインを実践することができる。

10 インプラント② 実習
インプラントの基本について理解し、デザインを習得し、PC上でのデザインを実践することがで
きる。

11 サージカルガイドの製作 実習
サージカルガイドのについて理解し、その製作方法を習得し、PC上でのデザインを実践すること
ができる。

8 デジタルでの個人トレー製作 実習 ３Dプリンターの使用方法を理解し、実践することができる。

9 インプラント② 実習
インプラントの基本について理解し、デザインを習得し、PC上でのデザインを実践することがで
きる。

7 デジタルでの個人トレー製作 実習 デジタル上での個人トレーのデザイン方法を習得し、実践することができる。

6 デジタルでの模型製作 実習 デジタル上での模型の製作方法を習得し実践することができる。

5 デジタルでの模型製作 実習 デジタル上での模型の製作方法を習得し実践することができる。

3 PDトレー、咬合床の製作復習 実習 部分床義歯のトレー、咬合床の製作方法の復習を行い、製作を実践することができる。

4 PDトレー、咬合床の製作復習 実習 部分床義歯のトレー、咬合床の製作方法の復習を行い、製作を実践することができる。

2 インプラント① 実習
インプラントの基本について理解し、デザインを習得し、PC上でのデザインを実践することがで
きる。

CAD/CAMデンタルテクノロジー（医歯薬出版）

時間外学習
【事前学習】CAD/CAMシステムの種類や特性について調べておく。
【事後学習】授業で学んだ工程やポイントについて、自力で操作できるよう反復練習
することを推奨する。

特記事項 必要に応じてプリントを配布する。

授　業　計　画

授業内容

1 インプラント① 実習
インプラントの基本について理解し、デザインを習得し、PC上でのデザインを実践することがで
きる。

なし

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

歯科用CAD/CAMを使用した最新のデジタル歯科技工についての知識、技術を習得する。

到達目標

・インプラントのデザインができるようになる。

・臨床的な金属床義歯フレームのデザインの基本操作ができるようになる。

・３Dプリンターの基本的な取り扱い操作ができるようになる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

評価は、レポートで行う。講義毎に課すレポートを各１００点満点で採点し、その平均点で評価する。各レポートの提出日は開講日に別途指示する。

□　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　■　レポート

若林　誠

授業形態 実習

科目名 CADCAM応用Ⅵ 授業回数 15 科目責任者



必・選の別 必修

（英） Comprehensive Dental TechnologyⅢ 時間数 60 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 4 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

理工、修復、小児、矯正、法規の58問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することがで
きる。

出願判定試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

出願判定試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

出願判定試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

出願判定試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

出願判定試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

有床、修復、顎口の50問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

30

講義

講義

理工義歯　復習講義

統一模擬試験B自主勉強

21

22

23

24

25

2627

顎口義歯　復習講義

矯正義歯　復習講義

修復義歯　復習講義

法規義歯　復習講義

解剖義歯　復習講義

29

1617 模擬試験A2自主勉強 講義 有床、修復、顎口、法規の76問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

模擬試験B2自主勉強

有床義歯　復習講義

1819

20

理工、解剖、小児、矯正の84問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

出願判定試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

講義

講義

出願判定試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

出願判定試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

統一模擬試験A自主勉強

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義28

14 模擬試験B1自主勉強 講義 理工、解剖、小児、矯正の84問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

15 統一模擬試験B自主勉強 講義
理工、修復、小児、矯正、法規の58問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することがで
きる。

小児義歯　復習講義

12 模擬試験A1自主勉強 講義 有床、修復、顎口、法規の76問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

13 統一模擬試験A自主勉強 講義 有床、修復、顎口の50問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

10 模試3（小児）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

11 模試3（矯正）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

8 模試2（矯正）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

9 模試3（顎口）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

6 模試2（顎口）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

7 模試2（小児）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

4 模試1（小児）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

5 模試1（矯正）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

2 模試2（解剖）問題解説 講義 模擬試験問題の解説講義を聴講し、その内容を説明することができる。

3 模試1（顎口）問題解答、自主学習 講義
20問の模擬試験問題を30分間で解く。その後、自己採点、自主勉強を行い課題の内容を説明す
ることができる。

1 模試2（理工）問題解説 講義 模擬試験問題の解説講義を聴講し、その内容を説明することができる。

新歯科技工士教本（８科目）(医歯薬出版)

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
【事前学習】１年次から使用した教材を読み返し、授業を
受けると良い。
【事後学習】

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、写真撮影及び録音録画を許可する。

到達目標
・専門科目の枠を超え知識の振り返りをする。
・問題演習と解説講義を通じて、知識を定着させる。
・模試AB3（統一模試②）において、国家試験合格基準である６０％以上の正解を得ることができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

科目名 総合歯科技工学Ⅲ 授業回数 30 科目責任者 若林　誠
授業形態 講義

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

卒業後の歯科技工業務を見据えて専門科目の枠を超え、今までの学びを総合的に復習することを目的とする。



必・選の別 必修

（英） Comprehensive Dental TechnologyⅣ 時間数 60 実務経験 有

学科・ｺｰｽ 歯科技工士科午後部 年次 3 単位 4 開講区分 後期

教科書

参考図書

回数 授業テーマ 授業形態

30 プレ国家試験 講義 国家試験本番を踏まえ、80問の模擬試験を実施しその内容を説明することができる。

28 最終確認試験小児、顎口自主勉強 講義 小児、顎口、各50問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

29 最終確認試験矯正、法規自主勉強 講義 矯正、法規、各50問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

25 最終確認試験解剖自主勉強 講義 解剖、100問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

26　27 最終確認試験理工、解剖自主勉強 講義 理工、解剖、各100問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

22　23 最終確認試験有床、修復自主勉強 講義 有床、修復、各100問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

24 最終確認試験理工自主勉強 講義 理工、100問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

20 修復最終確認試験自主勉強 講義 最終確認試験を用いて自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

21 有床最終確認試験自主勉強 講義 最終確認試験を用いて自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

17 小児、顎口　復習講義 講義 卒業試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

18　19 統一模擬試験③自主勉強 講義
理工、修復、小児、矯正、法規の108問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することが
できる。

15 解剖　復習講義 講義 卒業試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

16 理工　復習講義 講義 卒業試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

13 有床、復習講義 講義 卒業試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

14 修復、復習講義 講義 卒業試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

10 11 医歯薬出版模試、自主勉強 講義 医歯薬出版模試80問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

12 法規、矯正、復習講義 講義 卒業試験に向けての復習講義を聴講しその内容を説明することができる。

6 7 出願判定試験小児、顎口自主勉強 講義 小児、顎口、各25問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

8 9 出願判定試験矯正、法規自主勉強 講義 矯正、法規、各25問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

2 3 出願判定試験有床、修復自主勉強 講義 有床、修復、各50問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

4 5 出願判定試験理工、希望自主勉強 講義 理工、解剖、各50問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することができる。

1 統一模擬試験B自主勉強 講義
理工、修復、小児、矯正、法規の58問の自己採点、自主勉強を行いその内容を説明することがで
きる。

新歯科技工士教本（８科目）(医歯薬出版)

別途、授業内で紹介する。

時間外学習
【事前学習】１年次から使用した教材を読み返し、授業を
受けると良い。
【事後学習】

特記事項
講義及び提示資料について、著作権のある資料を用いた
場合を除き、写真撮影及び録音録画を許可する。

到達目標
・専門科目の枠を超え知識の振り返りをする。
・問題演習と解説講義を通じて、知識を定着させる。
・卒業試験（統一模試③）において、国家試験合格基準である６０％以上の正解を得ることができる。

評価方法

学則に定める評価とする。100～90点A(4.0),89～80点B(3.0),79～70点C(2.0),69～60点D(1.0),59点以下を不合格とする。（　）内はGPA。

欠席日数が学則に定める授業時間の3分の1を超える者は、試験を受けることができない。

筆記試験を１００点満点として評価する。

■　筆記試験　　　□　口頭試験　　　□　実技試験　　　□　論文　　　□　レポート

授　業　計　画

授業内容

科目名 総合歯科技工学Ⅳ 授業回数 30 科目責任者 若林　誠

授業形態 講義

科目概要
学習の目的

歯科技工士として歯科大学附属病院での実務経験を有する教員が、その豊富な経験を活かし総合的な歯科技工知識について授業を行う。

卒業後の歯科技工業務を見据えて専門科目の枠を超え、今までの学びを総合的に復習することを目的とする。


